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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前回の再確認を行う

人間の知性をまねるもの、問題解決を行うものという似て非なるものの違いを伝える。
人間より賢い部分もあり、また、人間に劣る部分もある。
人間の行動の中で、機械に実現しにくいものは何かを議論する



Rf Ol E . N THIHEDEE W

o 19504F: F=—U 77 A by Turing
F—R—ROEIE, AR 2 #kn> 2

o 19564 ¥ — v A
ANLHIBEEWVI B EZHA DTS

+ 19664F: ELIZA by Weisenbaum

BELOR

¢ 19704 SHRDLU by Winograd
FRA AR D5

¢ 1976%F: Newell & Simon
LAV AT L



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
歴史を振り返りながら、最後に記号システムとしての人工知能を再確認する
そして、次の知識表現につなげる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
人工知能の基礎として、まずは知識が表現できないと始まらないことを示す
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、宣言的知識を列挙してみて、知識としてどのようなものがあるのかを理解してもらう
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
is-a、has-a などの知識が混とんと混じっていることを理解させる
知識の種類ごとに扱いが違ってくることの前提条件とする
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鶏卵　けいらん
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In Java

Class Animal {}

Class Fish extends Animal{}
Class Bird extends Animal{}

Class Chicken extends Bird{}

Chicken c¢1 = new Chicken(“coco”);



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
is-a 型のイメージを理解してもらう
知識の継承の話をするのは、少し早いのかも
しかし、オブジェクト指向を学習しているので、それと関連させればよい
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
has-a と is-a の違いを理解してもらう
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
知識を分類しながら集めることで、知識に対する理解を再確認する
一方で、「故障しているか？」という診断をするためにはis-a, has-a, 性質だけでは
知識が書ききれないことを体験させる。
次のテーマの「手続的知識」につなげる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続的知識については、もう少し後で触れるが、気になる学生はいると思うので、少しだけ前出しする。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
離散構造1を思い出させる
論理式の使い道を教える
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T: True, F: False


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
真理値表は理解できているはず
P⇒Qの欄については、説明が必要


Propositional logic: Syntax &3
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
含意　がんい
等値　といち



Propositional logic: Semantics ZEKiR

BE: —Sistrue - S s false
EE: S AS,istrue > S, istrue and S,is true
#ES: S;vS,istrue > S, istrue or S,istrue

S, istrue,
S=- i : i then S, is true.
2=: S, =>S,istrue > S; isfalse or S,istrue i

l.e.,isfalse S; istrue and S,isfalse

ZEEX: S, oS, istrue > S; =S, istrue and S, =S, is true
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これも、確認程度。
しかし、学生は忘れているかもしれない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
命題論理で記述すると、知識の真偽値が計算できることを示す
以下、数題を説明し、演習2, 演習3を授業内で演習する
課題1, 課題2は、宿題として、次週までに提出させる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
帰結　きけつ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは論理式の意味（真偽値）の計算例である．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは論理式の意味（真偽値）の計算例である．
真偽値：しんぎち
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは論理式の意味（真偽値）の計算例である．
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